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研究成果の概要（和文）：性同一性障害からトランスジェンダーへの、性を越境する行為の位置づけの脱精神医
療化の過渡期に、本研究は位置づけられる。第一には、精神医学との関わりを、特に精神科医へのインタビュー
に着目し分析した。これは、国際学会で査読つきの発表をし、現在進行形で分析を進めている。第二には、トラ
ンジェンダーの中でも、性別二元的ではないあり方で生きていくＸジェンダーの分析を行い、これは学会発表を
すると共に、論考が書籍に収められた。第三に、性同一性障害とトランスジェンダーの差異に敏感な活動家に注
目した調査をおこなった。すでに6名にインタビューを終えており、今後の調査研究への展開が見込まれる。

研究成果の概要（英文）：This study explores the move away from the pathological treatment of 
trans-sexual activity in Japan, a move that is symbolized by the conceptual transition from “Gender
 Identity Disorder” to “Transgender.” First, I analyzed the relationship between psychiatry and 
trans-sexual activity, based on interviews with a psychiatrist. This work was presented at an 
international academic conference. Second, I focused on “X-gender” people who struggle to overcome
 the male-female dichotomy in their ordinary lives. This work was reported at an academic conference
 and published in a book. Third, I turned my focus to transgender activists who are sensitive to the
 difference between “Gender Identity Disorder” and “Transgender.” I have conducted interviews 
with six clients and have planned subsequent research based on the analysis of the data from the 
interviews.

研究分野：社会学
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１ 研究開始当初の背景 
 
 性を越境することが医療化されることに
よって、受け入れが劇的に進んだ性同一性障
害というものに相当する人びとが抱えてい
る問題を明らかにする、という当初の目的は、
性同一性障害が広まっている日本の現状を
射程にいれたものだった。この問題は、現在、
LGBTのTとしてのトランスジェンダーの問
題だと捉えられているだろうし、そこでのト
ランスジェンダーとは、性同一性障害とは
「水と油」の関係にある、脱精神病理化され
た概念である。そのまさに「過渡期」に、本
研究は位置づけられるだろう。 
 当初、LGBTの Tとしてのトランスジェン
ダーというよりは、性同一性障害の人びとの
経験に着目しようと思っていたが、現在では、
性同一性障害を持つ人の経験と、トランスジ
ェンダーの経験の差異を考えることが重要
だと認識している。本研究の結果は、そのた
め、両者の差異に着目することになっている。 
 
 
２ 研究の目的 
 
 当初の性同一性障害だとされる人びとの
抱える問題を、医療に関する側面、特に、性
同一性障害の診療場面における性別の取り
扱いに焦点を当て分析することを一つの目
的としていた。 
また、男女という二元では捉えられない性
別のありようを主張するようなトランスジ
ェンダーについても、分析を進めようとして
いた。 
 それに加えて、「水と油」だとされる性同
一性障害とトランスジェンダーという概念
の差異を、きちんと見据えていくために、活
動家にインタビューし、分析を進めていくこ
とを目的とすることにした。 
 
 
３ 研究の方法 
 
まずは、かつて撮影した性同一性障害のカ
ウンセリング場面の録音・録画の分析と、精
神科医へのインタビューの分析を、会話分析
という手法により、発話の組み立てとして、
またその発話を行為として分析する、という
ことに着手した。 
 二元的でない性別のあり方については、イ
ンタビューした、X ジェンダーというトラン
スジェンダーの下位分類に関する分析を、ゴ
フマンという社会学者の相互行為に関する
知見を利用しながら、進めていった。 
 
 
４．研究成果 
 
（1）性同一性障害の診断場面における性別
の取り扱い 

 
 一年目は、疾病名が Gender Identity 
Disorder から、Gender Dysphoria に変更に
なり、これから日本の医学会でどのように診
断がなされるようになっていくのかを調べ
るため、日本精神神経学会のシンポジウムを
はじめ、脱医療化に関するシンポジウムにで
きるだけ参加し、情報収集を行った。またそ
れをもとに、世界的な動向の中での日本の取
り組みについて理解するため、国際的な動き
について、日本の性科学の第一人者にプレイ
ンタビューを行った。 
 二年目は、まず性同一性障害の診断場面の
録音・録画データの分析を開始した。発表す
るために、データの選出を行った。次年度以
降、会話分析の専門家の集まり（CAWG）で、
データセッションを行ってもらうよう予約
した。 
 医療者のインタビューについては、分析を
行い、EMCA の国際会議で査読つきの発表を行
った。また CAWG でのデータセッションにお
いて、より分析を相互行為分析として精緻化
した。 
 国際的な動向と合わせた性同一性障害概
念の利用については、2016 年 4月に刊行され
た論集に寄稿し掲載された。また性同一性障
害に特化した学会のシンポジウムで発表も
行った。次年度の学会のテーマセッションに
も採択された。 
 
 
（2）女／男という二元的ではない、より多
様化した性としての生き方 
 
 一年目は、X gender という性自認を持つ人
びとへのインタビューのコネクション作り
を行い、キーパーソンを捜し当てた。一人は
自助活動を行う団体の代表である当事者、も
う一人は、X gender に関する博士論文を書い
た研究者である。それを元に、これも、実際
の調査への展望が開けた。 
 二年目は、FtX および BOI の当事者にイ
ンタビューしたものを、ゴッフマンの方法論
の論集に寄稿し掲載された。 
 
 
（3）会話分析の全面取り入れと「活動家」
への着目 
 
 三年目からは、研究を転回した。第一に、
1997 年から行っている関東地方での性同一
性障害コミュニティでのフィールドワーク、
2006 年から行っている関西でのフィールド
ワークの結果を、会話分析という観点から捉
え直すということを始めた。週に 4時間の会
話分析の訓練をはじめとし、分析のためのコ
レクション作りを進めた。 
 第二に、トランスジェンダーの運動家への
インタビューを積み重ね、今後も継続できる
ことになった。近年、当事者に接触するのが 



難しいという感触を持っていたが、当事者同
士が交流するための、性同一性障害やトラン
スジェンダーに特化したコミュニティが東
京地方ではなくなっているのではないか、と
いう見立てができた。そこで、LGBT の枠組み
で活動している運動家のなかで、トランスジ
ェンダーである人に焦点をあてることにし
た。そのような人は、どれくらいいるか、ど
こにいるか、などを把握できており、3 人へ
のインタビューを行った。複数人にインタビ
ューの申し込みをし、継続してインタビュー
をすることが期待できるようになった。 
 分析結果は会話分析ではまだかなわない
が、概念分析という方法論で進めた。歴史記
述の方法論も検討しながら、分析を進めて 
いく目処が立った。 
 四年目は、昨年に引き続き、トランスジェ
ンダーの活動家、6 名にインタビューを行っ
た。そのうち 2人以外は、長期間の間隔をあ
けた、2回目のインタビューであった。 
当初は、市井の当事者へのインタビューを
予定していたが、活動家に焦点を当て、話を
聞いていくのがよいと判断し、インタビュー
の相手を活動家に絞った。 
 活動家に注目するようになったのは、以下
の理由による。消極的な理由としては、市井
の当事者にインタビューをするために、アク
セスするのが困難であること、またコミュニ
ティの中の多様性が増大し、アクセスできて
も代表性をどのように考えるべきかわから
ないからということである。積極的な理由と
しては、かつてインタビューを行った人びと
が、現在コミュニティを牽引する活動家にな
っており、つながりがもて、貴重な立場から
の話が聞けるということである。その結果、
性同一性障害とトランスジェンダーという
概念の差異に、活動家が敏感であることがわ
かり、これを第一の理由とすることにした。 
 その結果を持って、「水と油を乳化する」
というトランスジェンダーと性同一性障害
を差異化する実践を記述する論文を執筆し
た。これは、トランスジェンダーと性同一性
章害という概念の概念分析という側面から
書いたものである。 
 トランスジェンダーは、ジェンダーの境界
にゆらぎをもたらすことに結びついている
のに対して、性同一性障害はジェンダーの境
界を維持することに結びついていることな
どを知見とした。 
 今度、収集したインタビューデータを用い
て、二つの概念がどのように結びついている
のか、あるいは相反しているのかなどについ
て、論考を書いていく見込みが見えてくると
同時に、活動家に焦点を当てたインタビュー
を継続するべきという手応えを得た。 
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